
氏名 前田泰宏

学部担当科目

・臨床心理学演習Ⅰ（前期)
・臨床心理学演習Ⅲ（前期）
・臨床心理学基礎実習（一）（前期）
・臨床心理学概論（前期）
・臨床心理学演習Ⅱ（後期）
・臨床心理学演習Ⅳ（後期）
・臨床心理学基礎実習（二）（後期）
・心理アセスメント実習Ⅱ（後期）

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

社会学部長（2011-2012、2017-2018年度）、社会学研究科長（2006-2007、2011-2012、
2017-2018年度）、臨床心理クリニック所長(2007-2010、2013-2017年度）、心理学科主
任（2013-2016年度）、人事委員（2009-2010年度）、学生相談員（2004-2016年度）、
臨床心理クリニック相談員（2007-2018年度）、他

通信教育部担当科目

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・臨床心理実習（通年：共同）
・臨床心理学演習Ⅰ（前期）
・臨床心理学演習Ⅲ（前期）
・投映法特論（前期）
・臨床心理学演習Ⅱ（後期）
・臨床心理学演習Ⅳ（後期）
・臨床心理面接特論Ⅱ(後期）
・臨床心理査定演習Ⅱ（後期：共同）

心理療法における学派を超えて共通に存在する治癒(効果)要因と治療プロセスの探索、
不安・抑うつの臨床心理学的研究、マインドフルネスの実践的研究

担当講義科目においては、毎回授業アンケートを実施し、教員側の授業の振り返りと学
生の授業内容の理解の状況について把握するための一助とした。大学院臨床心理学コー
ス修了生に対する実践教育支援（臨床心理クリニックケースカンファレンス）を、臨床
心理学コース教員及びクリニック相談員と共同で行った。

ブリーフセラピー・ネットワークジャパン理事（1998年度～）、大学院連合メンタルヘ
ルスセンター理事（2011年度～）、奈良県スクールカウンセリングカウンセラー（2008
年度～）、奈良いのちの電話相談員養成講座講師(2009年度～）・同研修委員（2013年
度～）、関西折衷的心理療法研究会世話人（2010年度～）、関西マインドフルネスアプ
ローチ研究会代表（2012年度～）、ソーシャルケアセンターアドバイザー（2011年度
～）

臨床心理学、心理療法（統合・折衷）

　【研究上の特記事項】

関西折衷的心理療法研究会（2011年4月設立）において共同研究者数名（臨床心理士）
と共に、統合・折衷的心理療法に関する実践教育と研究を行っている。また、関西マイ
ンドフルネスアプローチ研究会（2012年9月設立）においてマインドフルネスに関する
勉強会を開催している。マインドフルネス認知療法の創始者たちの手によるワークブッ
ク“The mindful way workbook”を監訳出版した（発行所：北大路書房、2018年9月刊
行）。

大学院博士後期課程
担当科目

専門分野

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

・臨床心理学（スクーリング科目）

授業科目
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取得学位

日本心理臨床学会、日本心理学会、日本ブリーフサイコセラピー学会、日本行動療法学
会、日本認知療法学会、日本精神分析学会、日本マインドフルネス学会、他
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統合・折衷的心理療法の概要と実践
方法、及び近年の心理療法の領域に
おいて注目を集めている「マインド
フルネス」と「アクセプタンス＆コ
ミットメント・セラピー」の概要に
ついて講演した。なお、当研修会は
奈良大学大学院臨床心理学コース修
了生と院生が主催する研修会であ
る。

②第１6回マインドフルネス
勉強会

主催：関西マインド
フルネスアプローチ
研究会

主催：ならりん研修
会

2018年11月18日

2019年2月25日

（学会発表）

（学術論文）

（著書）

①カウンセリングテクニッ
ク入門-プロカウンセラーの
技法

④第6回統合・折衷的心理療
法：東西の交流と対話
（Ⅳ）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

マインドフルネス認知療法（MBCT）
に関する講義とマインドフルネスエ
クササイズの実習を行った（小山秀
之氏と共同）。

（その他）

③講演：統合・折衷的心理
療法からマインドフルネ
ス、アクセプタンス、そし
てコミットメントへ

当研究会の運営、ならびに当日のシ
ンポジウム「心理療法の統合と言
葉」において吉岡千波氏と共に司会
を務めた。

岩壁茂編著：前田分担執筆箇所は、
「Ⅳカウンセリングのコアテクニッ
ク24における『変容プロセス－変容
のための段階設定』（ｐ230-
237）。プロチャスカらの「変容ス
テージ理論」とソリューション
フォーカスト・アプローチの「関係
性タイプ」の考え方を基に、各段階
におけるクライエント理解とその対
応について論じた。

2019年3月18日

金剛出版2018年9月

主催：関西折衷的心
理療法研究会

①マインドフルネス認知療
法ワークブック－うつと感
情的苦痛から自由になる8週
間プロぎラム

2018年9月 北大路書房

本書はマインドフルネス認知療法
（MBCT）の創始者たちが専門家及び
一般の方向けにMBCTの8週間プログ
ラムの概要と実践方法について平易
に論じた実践書である。原著タイト
ルは“The Mindful Way workbook-
An 8-week Program to Free
Yourself from Depression and
Emotional Disorder”である。小山
秀之氏と共監訳した。

②下田彩奈さんの事例論文
を読んで

2018年11月
臨床心理クリニック
紀要No.10，17-19.

下田彩奈氏の事例論文「場面緘黙を
主訴として来談した5歳男児とのプ
レシセラピー」についてコメントし
た。

①全体事例研修会スーパー
ヴィジョン

2018年10月14日
主催：奈良いのちの
電話

奈良いのちの電話相談員を対象にし
た「全体事例研修会」のスーパー
ヴァイザーとして指導を行った。

（研究会発表、講義・講
演、公的発言，等）


